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表 2.7 オカヤドカリ類等の重要な種の確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 14年度秋季のムラサキサワガニは水生生物調査での確認であり、個体数は不明であることから便宜的に

1個体として扱った。 

注 2) 調査範囲は、平成 14年度調査(事業実施区域で実施)と事後調査(その周辺)で異なる。 
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・陸産貝類 

○平成 28年度調査では、5目 23科 35種の陸産貝類が確認された。 

○全確認種数の経年変化を見ると、平成 19年度の事後調査開始以降増加傾向にあり、

平成 28年度は 35種と最多となった。 

○重要な種は、ノミガイやクロイワヒダリマキマイマイなど 11種が確認された。 

○重要な種の種数は、工事前の過年度調査結果(平成 14年度)の 3種から増加し、事

後調査結果の変動範囲(7～11種)内であった。重要な種の確認個体数については、

平成 27年度調査で 1,481個体と著しく多くなったが、現地調査時に降雨があった

ため陸産貝類の活動性が高く、特にノミガイ、スナガイ、ナガシリマルホソマイマ

イの 3種が高密度で確認されたことに起因する。 

○以上より、陸産貝類に係る工事及び空港施設の供用による影響については認められ

なかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

注) 平成 14年度、平成 19年度春季～夏季は事業実施区域内及びその周辺、平成 19年秋季以降は事業実施区

域周辺で調査を実施した。 

図 2.15 陸産貝類の経年確認状況(左:確認種数、右:重要な種の確認個体数)  
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表 2.8 陸産貝類の重要な種の確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 調査範囲は、平成 14年度調査(事業実施区域で実施)と事後調査(その周辺)で異なる。 

注 2）移入種と考えられる陸産貝類のパンダナマイマイは重要種から除いた。 

1 アオミオカタニシ 1 1 3 4 2 6 1 1 2 2 28 30

2 ヤエヤマヒラセ アツブタガイ 2 1 1 1 1 1 4 5

3 ヤエヤマゴマガイ 2 2

4 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 32 32 32 147 147 147 55 55 105 105 115 115
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・クモ類 

○平成 28年度調査では、1目 23科 95種のクモ類が確認された。 

○全確認種数の経年変化を見ると、平成 19年度の事後調査開始以降増加傾向にあり、

平成 28年度は 95種と最多となった。 

○重要な種は、イシガキキムラグモとヤエヤマトタテグモの 2種が確認され、平成 19

年度の事後調査開始以降、1～3種が継続的に確認されている。 

○重要な種の確認個体数については、平成 28年度調査の 49個体は過年度事後調査結

果の変動範囲(4～91個体)内となった。イシガキキムラグモについては、河川沿い

の土手や崖などに造られる巣の確認が主となるが、これらの営巣環境は過度の乾燥

や大雨による営巣地の崩壊など、自然現象による影響を多大に受けることから、年

度による確認個体数の増減が大きくなっている。 

○以上より、クモ類に係る工事及び空港施設の供用による影響については認められな

かった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

注) 平成 14年度、平成 19年度春季～夏季は事業実施区域内及びその周辺、平成 19年秋季以降は事業実施区

域周辺で調査を実施した。 

図 2.16 クモ類の経年確認状況(左:確認種数、右:重要な種の確認個体数) 

 

表 2.9 クモ類の重要な種の確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注) 調査範囲は、平成 14年度調査(事業実施区域で実施)と事後調査(その周辺)で異なる。 
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図 2.17 重要な哺乳類の確認地点(平成 28年) 

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.18 重要な鳥類(ﾍﾟﾘｶﾝ目、ﾀｶ目、ﾌｸﾛｳ目及びﾊﾔﾌﾞｻ目)の確認地点(平成 28年) 

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.19 重要な鳥類(ﾂﾙ目、ﾁﾄﾞﾘ目)の確認地点(平成 28年) 

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.20 重要な鳥類(その他)の確認地点(平成 28年)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.21 重要な爬虫類及び両生類の確認地点(平成 28年)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.22 重要な昆虫類の確認地点(平成 28年)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.23 重要なオカヤドカリ類等(陸生甲殻類)の確認地点(平成 28年)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.24 重要な陸産貝類及びクモ類の確認地点(平成 28年)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 



 53

【洞窟性生物】 

○平成 28年度調査では、洞窟性生物調査において 24目 59科 77種が確認された。 

○全確認種数の経年変化を見ると、平成 19年度の事後調査開始以降増減はあるもの

の増加傾向にあり、平成 28年度は 77種と事後調査結果の変動範囲(47～97種)内で

あった。 

○工事前の過年度調査(平成 13～15年度)と比較すると、確認種数及び個体数ともに

年によってかなり増減が見られる。これは降雨による洞窟内の増水や小型コウモリ

類の個体数の変化による要因が大きい。 

○重要な種は 12種を確認し、洞窟への依存度が高いヤエヤマコキクガシラコウモリ

やカグラコウモリ、ホラアナゴマオカチグサガイの一種等が確認された。 

○重要な種の確認種数及び個体数は、工事前の過年度調査(平成 13～15年度)と比較

して増加している。個体数は年によって増減が大きくなっており、個体数の多い小

型コウモリ類やホラアナゴマオカチグサガイの一種が、大雨時の洞窟内の増水等に

より個体数が大きく変化することに左右されている。 

○以上の結果より、洞窟性生物に係る工事及び空港施設の供用による影響については

認められなかった。 
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図 2.25(1) 洞窟性生物の経年確認状況(左:確認種数、右:洞窟別の確認種数) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

注)工事の進捗状況により各年度における調査実施洞窟は以下の通りである。 

平成 14年度： A、B、C、D、Eの 5洞窟で調査を実施した。 

平成 19年度： A、B、C、Dの 4洞窟で調査を実施した。 

平成 20年度： A、B、C、D、E、C1の 6洞窟で調査を実施した。 

平成 21年度： A、B、C、D、Eの 5洞窟で調査を実施した。 

平成 22年度： A、B、Dの 3洞窟で調査を実施した。 

平成 23年度以降： A、B、C、D、Eの 5洞窟で調査を実施した。 

図 2.25(2)洞窟性生物の重要な種の経年確認状況(左:確認種数、右:洞窟別の確認個体数) 
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表 2.10(1) 洞窟性生物の重要な種の確認状況(A洞窟) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 生活型については以下に示す通りである。 

 真：真洞窟性種(洞窟内でのみ生活する種) 

好：好洞窟性種(地上でもみられるが、洞窟内を好んで利用する種) 

迷：迷洞窟性種(主に地上に生息し、洞窟内に迷い込んだ種) 

注 2) ヤエヤマヒラセアツブタガイ、ヨワノミギセル、ナガシリマルホソマイマイの 3 種は死殻による確認で

あるが、比較的新しいことから生息状況として扱った。 

 

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 8 5 40

2 カグラコウモリ 好 80 30 4

3 リュウキュウユビナガコウモリ 好 50

－ 小型コウモリ類 好 13

4 オオハナサキガエル 迷 1

5 ヤエヤマサナエ 迷 8 2

6 オカヤドカリ 迷 1

7 ミネイサワガニ 迷 2 1 2 3 3

8 ヤエヤマヤマガニ 迷 1

9 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷 1

10 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 21 2 3 20 58

11 ヨワノミギセル 迷 1

12 ナガシリマルホソマイマイ 迷 1 3

13 イシガキキムラグモ 迷

14 ヤエヤマトタテグモ 迷

1種 3種 1種 3種 6種 6種 6種

2個体 23個体 1個体 18個体 142個体 58個体 120個体

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 15 4 55 28 28 10

2 カグラコウモリ 好 4 7 2 15

3 リュウキュウユビナガコウモリ 好 8

－ 小型コウモリ類 好 2

4 オオハナサキガエル 迷

5 ヤエヤマサナエ 迷

6 オカヤドカリ 迷 1

7 ミネイサワガニ 迷 8 3 4 6 8 2

8 ヤエヤマヤマガニ 迷 1 14 8 4 2

9 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷

10 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 39 14 18 10 5 5

11 ヨワノミギセル 迷

12 ナガシリマルホソマイマイ 迷 1

13 イシガキキムラグモ 迷 3

14 ヤエヤマトタテグモ 迷 1

5種 4種 4種 8種 6種 5種

64個体 37個体 81個体 71個体 48個体 34個体

事後調査

事後調査

平成23年度

(5年次)

平成24年度

(6年次)

平成25年度

(7年次)

平成26年度

(8年次)

環境影響評価の結果

平成13年度 平成14年度 平成15年度

計 14種

真:1種

好:3種
迷:10種

生
活

型

計

No.

真:1種

好:3種
迷:10種

14種

和名

No.

平成22年度

(4年次)

和名
生
活

型
平成28年度

(10年次)

平成27年度

(9年次)

平成19年度

(1年次)

平成20年度

(2年次)

平成21年度

(3年次)
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表 2.10(2) 洞窟性生物の重要な種の確認状況(B洞窟) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 1) 生活型については以下に示す通りである。 

 真：真洞窟性種(洞窟内でのみ生活する種) 

好：好洞窟性種(地上でもみられるが、洞窟内を好んで利用する種) 

迷：迷洞窟性種(主に地上に生息し、洞窟内に迷い込んだ種) 

注 2) ヤエヤマヤマタニシ、ヤエヤマヒラセアツブタガイ、ツヤカサマイマイ、イッシキマイマイ、ミズイロ

オオベソマイマイ、ナガシリマルホソマイマイの 6 種は死殻による確認であるが、比較的新しいことか

ら生息状況として扱った。 

 

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 3 2 3

2 カグラコウモリ 好 3

3 ヤシガニ 迷

4 ミネイサワガニ 迷 2 1

5 ヤエヤマヤマタニシ 迷 1

6 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷

7 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 21 1 31 40

8 ツヤカサマイマイ 迷

9 イッシキマイマイ 迷 2

10 ミズイロオオベソマイマイ 迷 1

11 ナガシリマルホソマイマイ 迷 1 2 5

0種 0種 1種 3種 2種 8種 2種

0個体 0個体 2個体 25個体 3個体 44個体 45個体

工事後1年次 工事後2年次 工事後3年次 工事後4年次 工事後5年次 工事後6年次

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 9 4 5 7 7

2 カグラコウモリ 好 5

3 ヤシガニ 迷 1

4 ミネイサワガニ 迷 2 2

5 ヤエヤマヤマタニシ 迷 1 1

6 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷 1

7 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 6 5 18 24 12 19

8 ツヤカサマイマイ 迷 1

9 イッシキマイマイ 迷

10 ミズイロオオベソマイマイ 迷

11 ナガシリマルホソマイマイ 迷

4種 2種 4種 4種 3種 2種

17個体 9個体 25個体 38個体 21個体 20個体

平成22年度

(4年次)

事後調査

事後調査

平成26年度

(8年次)

平成25年度

(7年次)

計 11種
真:2種
好:2種
迷:8種

平成23年度

(5年次)

平成24年度

(6年次)

平成19年度

(1年次)
平成15年度平成14年度

計 11種
真:2種
好:2種
迷:8種

No. 和名
生
活
型

No.

平成20年度

(2年次)

平成21年度

(3年次)

平成28年度

(10年次)

平成27年度

(9年次)

平成13年度

環境影響評価の結果

和名
生
活
型
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表 2.10(3) 洞窟性生物の重要な種の出現状況(C洞窟) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 生活型については以下に示す通りである。 

 真：真洞窟性種(洞窟内でのみ生活する種) 

好：好洞窟性種(地上でもみられるが、洞窟内を好んで利用する種) 

迷：迷洞窟性種(主に地上に生息し、洞窟内に迷い込んだ種) 

注 2) ヤエヤマヤマタニシ、ヤエヤマヒラセアツブタガイ、ネジヒダカワニナ、ヨワノミギセル、イッシキマ

イマイ、ミズイロオオベソマイマイ、ナガシリマルホソマイマイの 7 種は死殻による確認であるが、比

較的新しいことから生息状況として扱った。 

注 3) 「-」は調査を実施していないことを示す。 

 

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 30

2 カグラコウモリ 好 200

－ 小型コウモリ類 好 32

3 オオハナサキガエル 迷 1

4 ヤエヤマヤマタニシ 迷 1

5 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷

6 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 2 7 5

7 ネジヒダカワニナ 迷 1

8 ヨワノミギセル 迷 1

9 イッシキマイマイ 迷 1

10 ミズイロオオベソマイマイ 迷 1

11 ナガシリマルホソマイマイ 迷 3

0種 1種 1種 8種 2種

0個体 2個体 7個体 39個体 237個体

工事後1年次 工事後2年次 工事後3年次 工事後4年次 工事後5年次 工事後6年次

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 1

2 カグラコウモリ 好

－ 小型コウモリ類 好

3 オオハナサキガエル 迷

4 ヤエヤマヤマタニシ 迷

5 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷 1

6 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 3 2 1 2 3

7 ネジヒダカワニナ 迷

8 ヨワノミギセル 迷 1

9 イッシキマイマイ 迷

10 ミズイロオオベソマイマイ 迷

11 ナガシリマルホソマイマイ 迷 1 1 1

4種 1種 1種 2種 1種 2種

6個体 2個体 1個体 2個体 2個体 4個体

平成19年度

(1年次)

平成20年度

(2年次)

計 11種

真:1種

好:2種
迷:8種

No. 和名
生
活

型

計

生
活

型

環境影響評価の結果

No. 和名

平成23年度

(5年次)

平成24年度

(6年次)

平成25年度

(7年次)

平成13年度 平成14年度
平成22年度

(4年次)

事後調査

事後調査

平成28年度

(10年次)

平成21年度

(3年次)

11種
真:1種
好:2種

迷:8種

平成15年度

平成27年度

(9年次)

平成26年度

(8年次)
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表 2.10(4) 洞窟性生物の重要な種の出現状況(D洞窟) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1) 生活型については以下に示す通りである。 

 真：真洞窟性種(洞窟内でのみ生活する種) 

好：好洞窟性種(地上でもみられるが、洞窟内を好んで利用する種) 

迷：迷洞窟性種(主に地上に生息し、洞窟内に迷い込んだ種) 

注 2) ヤエヤマヤマタニシ、ヤエヤマヒラセアツブタガイ、ミズイロオオベソマイマイ、ナガシリマルホソマ

イマイの 4種は死殻による確認であるが、比較的新しいことから生息状況として扱った。 

注 3) 「-」は調査を実施していないことを示す。 

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 5 7

2 カグラコウモリ 好 5 4 21

－ 小型コウモリ類 好 7

3 イシガキトカゲ 迷

4 サキシマバイカダ 迷

5 ヤエヤマサナエ 迷 2

6 コノハチョウ 迷

7 ヤシガニ 迷 1

8 アオミオカタニシ 迷

9 ヤエヤマヤマタニシ 迷

10 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷 3 3

11 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 9 2 52 85 57

12 スターンズギセル(スタアンズギセル) 迷

13 ヨワノミギセル 迷

14 ミズイロオオベソマイマイ 迷 1 1 1 1

15 ナガシリマルホソマイマイ 迷 2 1

16 イシガキキムラグモ 迷

17 ヤエヤマトタテグモ 迷

18 ウデナガマシラグモ 好 2 3 2 1

2種 0種 5種 4種 7種 6種

11個体 0個体 11個体 63個体 97個体 96個体

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 3 32 12 7 18 3

2 カグラコウモリ 好 27 71 12 5

－ 小型コウモリ類 好

3 イシガキトカゲ 迷 1

4 サキシマバイカダ 迷 1

5 ヤエヤマサナエ 迷

6 コノハチョウ 迷 1

7 ヤシガニ 迷 2

8 アオミオカタニシ 迷 1

9 ヤエヤマヤマタニシ 迷 1

10 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷 17 3 6

11 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 49 6 7 1 2 4

12 スターンズギセル(スタアンズギセル) 迷 1 2

13 ヨワノミギセル 迷 2

14 ミズイロオオベソマイマイ 迷 1 1

15 ナガシリマルホソマイマイ 迷 35 26 4

16 イシガキキムラグモ 迷 10

17 ヤエヤマトタテグモ 迷 4 5

18 ウデナガマシラグモ 好 3 2

6種 4種 5種 4種 10種 9種

108個体 41個体 48個体 80個体 71個体 40個体

平成26年度

(8年次)

平成19年度

(1年次)

平成20年度

(2年次)

計 18種

真:1種

好:3種
迷:14種

No.

No. 和名

生

活
型

平成25年度

(7年次)

計 18種

真:1種

好:3種
迷:14種

環境影響評価の結果

平成13年度 平成15年度平成14年度
平成22年度

(4年次)

事後調査

事後調査

平成28年度

(10年次)

和名

平成27年度

(9年次)

平成21年度

(3年次)

生
活
型

平成23年度

(5年次)

平成24年度

(6年次)
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表 2.10(5) 洞窟性生物の重要な種の出現状況(E洞窟) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1) 生活型については以下に示す通りである。 

 真：真洞窟性種(洞窟内でのみ生活する種) 

好：好洞窟性種(地上でもみられるが、洞窟内を好んで利用する種) 

迷：迷洞窟性種(主に地上に生息し、洞窟内に迷い込んだ種) 

注 2) ヨワノミギセル、ナガシリマルホソマイマイの 2 種は死殻による確認であるが、比較的新しいことから

生息状況として扱った。 

注 3) 「-」は調査を実施していないことを示す。 

注 4) 小型コウモリ類とは、ヤエヤマコキクガシラコウモリ、カグラコウモリ、リュウキュウユビナガコウモ

リのいずれかと考えられるが、目視による飛翔個体の確認のため種の同定に至らなかった個体である。 

 

工事後1年次

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 3 3

2 ミネイサワガニ 迷 1

3 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷

4 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 2 2 8 8

5 ヨワノミギセル 迷

6 ナガシリマルホソマイマイ 迷 1

1種 2種 2種 3種

2個体 5個体 9個体 12個体

工事後2年次 工事後3年次 工事後4年次 工事後5年次 工事後6年次 工事後7年次

1 ヤエヤマコキクガシラコウモリ 好 1 2 3

2 ミネイサワガニ 迷

3 ヤエヤマヒラセアツブタガイ 迷 1

4 ホラアナゴマオカチグサガイの一種 真 2

5 ヨワノミギセル 迷 1 7 9 9

6 ナガシリマルホソマイマイ 迷 1 1 1 1

2種 0種 2種 3種 4種 2種

3個体 0個体 2個体 10個体 14個体 10個体

平成22年度

(4年次)

事後調査

事後調査

平成23年度

(5年次)

平成24年度

(6年次)

平成25年度

(7年次)

平成26年度

(8年次)

平成19年度

(1年次)

平成20年度

(2年次)

平成21年度

(3年次)

計 6種
真:1種
好:1種
迷:4種

平成13年度

No. 和名
生
活
型

6種

No.

平成28年度

(10年次)

平成27年度

(9年次)

計
真:1種
好:1種
迷:4種

和名
生
活
型

環境影響評価の結果

平成15年度平成14年度
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図 2.26 重要な洞窟性生物の確認地点(平成 28年)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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ｲ) 航空障害灯建設地及びその周辺 

航空障害灯建設地及びその周辺については、航空障害灯の建設工事が開始した平成

23年度から、春季と秋季の 2季で調査を実施している。 

工事前の過年度調査は、平成 14年度の春季､平成 15年度の夏季～冬季で実施して

おり､事後調査と整合を図るため､春季及び秋季のデータを抜粋し比較検討を行った。 

・概要 

平成 28年度の陸上動物事後調査で確認した動物の種数を表 2.11に、確認状況の

経年変化を図 2.27に示した。 

航空障害灯建設地及びその周辺の動物相として、合計 42目 280科 989種が確認さ

れ、重要な種は 52種(※1、※2、※3)であった。 

一般種を含む全確認種数は、平成 23年度の事後調査開始以降、700～800種程度で

推移していたが、平成 28年度は 989種と過去最大であった。重要な種の種数は 50

種前後で安定しており、個体数については、各分類群で増減が見られた。 

 

   ※1 環境省レッドリスト 2017（平成 29年 3月）改訂による見直しを行った。 

   ※2 沖縄県レッドデータブック第 3版（平成 29年 3月）改訂による見直しを行った。 

   ※3 移入種と考えられる陸産貝類のパンダナマイマイは重要種から除いた。 

 

表 2.11 平成 28年度調査で確認された動物種数(航空障害灯建設地及びその周辺) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注) 事後調査では、小型コウモリ類の生息地の撹乱を避けるため、洞内調査を実施していない。、 

図 2.27 経年確認状況(左:確認種数、右:重要な種の確認個体数) 
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・哺乳類 

○平成 28年度調査では、1目 3科 3種の哺乳類が確認された。 

○全確認種数 3種は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較して同種程とな

っており、事後調査結果の変動範囲(3～6種)内であった。 

○重要な種は、ヤエヤマオオコウモリ、ヤエヤマコキクガシラコウモリ、カグラコウ

モリの 3種が確認された。 

○重要な種の種数は 3種程度で安定している。個体数については、事後調査の中で大

きく減少しているが、事後調査以降は小型コウモリ類の生息地撹乱を避けるため洞

窟内の立ち入り調査を実施していないためである。平成 28年度は 28個体で平成 23

年度の事後調査開始以降最少となっているが、小型コウモリ類の個体数は年によっ

て大きく変動がみられることから一過性のものだと考えられる。 

○以上より、哺乳類に係る工事及び航空障害灯施設の供用による影響については少な

いものと考えられる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) 平成 23年度以降は、春季、秋季の 2季で調査を実施した。 

図 2.28 哺乳類の経年確認状況(左：確認種数、右:重要な種の確認個体数) 
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表 2.12 哺乳類の重要な種の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) (ペ)はペリットによる確認を示す。 

注 3) 小型コウモリ類とは、ヤエヤマコキクガシラコウモリ、カグラコウモリ、リュウキュウユビナガコウモリ

のいずれかと考えられるが、目視による飛翔個体の確認のため種の同定に至らなかった個体である。 
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・鳥類 

○平成 28年度調査では、11目 21科 37種の鳥類が確認された。 

○渡り区分別では、調査地域で繁殖する種(留鳥及び夏鳥)が 24種と多数を占め、過

年度の事後調査結果と同様の傾向であった。 

○全確認種数 37種は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較して多くなって

おり、事後調査結果の変動範囲(28～48種)内であった。 

○重要な種は、カンムリワシやリュウキュウコノハズク等の 15種が確認された。 

○重要な種の種数 15種は、工事前の過年度調査結果の 9種から増加しており、事後

調査結果の変動範囲(10～16種)内であった。個体数 85個体についても、事後調査

結果の変動範囲(78～123個体)内であった。 

○以上より、鳥類に係る工事及び航空障害灯施設の供用による影響については認めら

れなかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) 平成 23年度以降は、春季、秋季の 2季で調査を実施した。 

図 2.29(1) 鳥類の経年確認状況(左：確認種数、右:重要な種の確認個体数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注)凡例は以下のとおり。 

繁殖する種:留鳥、夏鳥、留・冬、留・旅・冬、夏・旅といった当地で繁殖を行う

可能性のある種 

渡り鳥:冬鳥、旅鳥、迷鳥、冬・旅、冬・迷、旅・迷といった一時的に飛来する種 

その他:帰化種、不明  

図 2.29(2) 鳥類の渡り区分別確認種数 
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表 2.13 鳥類の重要な種の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 
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・爬虫類 

○平成 28年度調査では、2目 9科 15種の爬虫類が確認された。 

○全確認種数 15種は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較して多くなって

おり、事後調査結果の中で最も多く確認された。 

○重要な種は、これまで確認されていなかったイワサキセダカヘビや事後調査で初め

て確認されたキシノウエトカゲ等の 9種が確認された。 

○重要な種の種数 9種は、工事前の過年度調査結果の 3種から増加しており、事後調

査結果の中で最も多く確認された。個体数 108個体については、事後調査結果の変

動範囲(89～227個体)内であった。平成 23～24年度は確認個体数が多くなっている

が、秋季調査が本種の孵化の時期にあたり、孵化後の幼体が多数確認されたことに

起因する。 

○以上より、爬虫類に係る工事及び航空障害灯施設の供用による影響については認め

られなかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季に調査を実施した。 

注 2) 平成 23年度以降は、春季、秋季の 2季で調査を実施した。 

図 2.30 爬虫類の経年確認状況(左：確認種数、右:重要な種の確認個体数) 
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表 2.14 爬虫類の重要な種の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) (脱)は脱皮殻での確認を示すが、個体数の集計に含めていない。 

 
春
季

秋
季

２
季

４
季

春
季

秋
季

２
季

春
季

秋
季

２
季

春
季

秋
季

２
季

1 ヤエヤマイシガメ 1 1 2 2

2 ヤエヤマセマルハコガメ 1 1 3 3 2 5 2 1 3 3 2 5

3 サキシマキノボリトカゲ 5 5 10 19 54 140 194 127 89 216 44 33 77

4 イシガキトカゲ 2 2 1 2 3

5 キシノウエトカゲ 1

6 サキシマカナヘビ 2 2 1 2 3 2 1 3

7 イワサキセダカヘビ

8 サキシマアオヘビ 3 2 1 3 1 1 1 1

9 サキシマバイカダ 3 3 3 1 1 1 1

(脱) (脱)

2種 2種 3種 5種 5種 4種 6種 6種 5種 7種 5種 4種 6種

8
個体

6
個体

14
個体

29
個体

62
個体

145
個体

207
個体

133
個体

94
個体

227
個体

51
個体

38
個体

89
個体

(脱) (脱)

春
季

秋
季

２
季

春
季

秋
季

２
季

春
季

秋
季

２
季

1 ヤエヤマイシガメ 1 1 1 1 1 1

2 ヤエヤマセマルハコガメ 1 1 2 6 1 7 6 3 9

3 サキシマキノボリトカゲ 47 63 110 29 42 71 32 52 84

4 イシガキトカゲ 2 1 3 1 1

5 キシノウエトカゲ 1 1 2

6 サキシマカナヘビ 4 2 6 1 11 12 3 2 5

7 イワサキセダカヘビ 1 1

8 サキシマアオヘビ 2 1 3 1 1 2

9 サキシマバイカダ 1 1 1 1 3 3

6種 6種 7種 4種 4種 5種 7種 7種 9種

57
個体

69
個体

126
個体

37
個体

55
個体

92
個体

45
個体

63
個体

108
個体

　平成27年度
（5年次）

　平成28年度
（6年次）

計

計

№ 和名

事後調査

　平成26年度
（4年次）

　平成25年度
（3年次）和名

　平成24年度
（2年次）№

平成23年度
（1年次）

環境影響評価の結果

平成14～15年度

事後調査



 68

・両生類 

○平成 28年度調査では、1目 4科 9種の両生類が確認された。 

○全確認種数 9種は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較して多くなって

おり、事後調査結果は 8～9種で安定している。 

○重要な種は、オオハナサキガエルとヤエヤマハラブチガエルの 2種が確認された。 

○重要な種の種数 2種は、工事前の過年度調査結果の 1種から増加しており、事後調

査結果では、上記 2種が毎年度確認されている。個体数については、平成 24年度

以外ほぼ 35個体前後で推移していたが、平成 28年度は 52個体で最も多く確認さ

れた。 

○以上より、両生類に係る工事及び航空障害灯施設の供用による影響については認め

られなかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) 平成 23年度以降は、春季、秋季の 2季で調査を実施した。 

図 2.31 両生類の経年確認状況(左：確認種数、右:重要な種の確認個体数) 

 

表 2.15 両生類の重要な種の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) 個体数は成体での確認個体数を示し、(幼)はその他に幼生の確認があったことを示す。 
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・昆虫類 

○平成 28年度調査では、21目 208科 824種の昆虫類が確認された。 

○全確認種数 824種は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較して多くなっ

ており、事後調査結果の中で最も多く確認された。 

○重要な種は、ヒメイトトンボ、コガタノゲンゴロウ、コノハチョウ等の 8種を確認

し、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較し増加している。コガタノゲン

ゴロウやオオミズスマシは、本年度調査で初確認となった。個体数 18個体は工事

前の過年度調査(平成 14～15年度)より少ないが、これはツマキレオオミズスマシ

とヤネホソバが確認されないことによるもので、前者の減少傾向は日本産の本種全

般に知られており、後者は人家の茅葺屋根にも発生する種で周辺の土地利用の変化

が起因していると考えられた。 

○以上より、昆虫類に係る工事及び航空障害灯施設の供用による影響については認め

られなかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) 平成 23年度以降は、春季、秋季の 2季で調査を実施した。 

図 2.32 昆虫類の経年確認状況(左：確認種数、右:重要な種の確認個体数) 
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表 2.16 昆虫類の重要な種の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 
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・オカヤドカリ類等(陸生甲殻類) 

○平成 28年度調査では、1目 3科 4種の陸生甲殻類が確認され、全て重要な種であっ

た。 

○全確認種数 4種は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較して多くなって

いるものの、事後調査では継続的に確認されていたヤシガニが確認されなかった。 

○重要な種の種数、個体数ともに工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較し増

加している。個体数 101個体は、平成 24年度とともに事後調査結果の中で最も少

なかった。 

○以上より、オカヤドカリ類等(陸生甲殻類)に係る工事及び航空障害灯施設の供用に

よる影響については認められなかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) 平成 23年度以降は、春季、秋季の 2季で調査を実施した。 

図 2.33 オカヤドカリ類等の経年確認状況(左：確認種数、右:重要な種の確認個体数) 
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表 2.17 オカヤドカリ類調査における重要な種の出現状況 

注) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 
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・陸産貝類 

○平成 28年度調査では、4目 12科 21種の陸産貝類が確認された。 

○全確認種数 21種は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較して多くなって

おり、事後調査結果は 20～23種とほぼ横ばいで推移している。 

○重要な種は、ヨワノミギセルやナガシリマルホソマイマイ等の 8種が確認された。 

○重要な種の種数 8種は、工事前の過年度調査結果(平成 14～15年度)の 1種から増

加し、事後調査結果は 8～9種で安定している。個体数 265個体については、工事

前の過年度調査(平成 14～15年度)、事後調査を通じて最多となった。個体数につ

いては年度による増減が大きく、降雨量や台風の接近といった自然現象による影響

が大きいと考えられる。 

○以上より、陸産貝類に係る工事及び航空障害灯施設の供用による影響については認

められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) 平成 23年度以降は、春季、秋季の 2季で調査を実施した。 

図 2.34 陸産貝類の経年確認状況(左：確認種数、右:重要な種の確認個体数) 
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表 2.18 陸産貝類の重要な種の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2）移入種と考えられる陸産貝類のパンダナマイマイは重要種から除いた。 
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・クモ類 

○平成 28年度調査では、1目 20科 76種のクモ類が確認された。 

○全確認種数は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)と比較して多く、事後調査

においても増加傾向にあり、平成 28年度は平成 27年度と同様に最多となった。 

○重要な種は、イシガキキムラグモやキノボリトタテグモなど 3種が確認された。 

○重要な種は、工事前の過年度調査(平成 14～15年度)では確認されておらず、事後

調査結果は 3～4種で安定している。個体数については年度による増減が大きく、

個体数の多いイシガキキムラグモの確認状況が、営巣環境の乾燥化や大雨による営

巣地の崩壊などの自然現象により大きく変化することに起因した。 

○以上より、クモ類に係る工事及び航空障害灯施設の供用による影響については認め

られなかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 14年度は春季、平成 15年度は秋季の調査結果である。 

注 2) 平成 23年度以降は、春季、秋季の 2季で調査を実施した。 

図 2.35 クモ類の経年確認状況(左：確認種数、右:重要な種の確認個体数) 
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図 2.36 重要な哺乳類、爬虫類、両生類の確認地点(平成 28年：カタフタ山)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 



 77

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.37 重要な鳥類の確認地点(平成 28年：カタフタ山)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.38 重要な無脊椎動物の確認地点(平成 28年：カタフタ山)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.39 重要な哺乳類、爬虫類、両生類の確認地点(平成 28年：タキ山東)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 
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図 2.40 重要な鳥類の確認地点(平成 28年：タキ山東)

重要な種の保護の観点から、確認地点は表示していない。 


